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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　浴槽水をその内部に貯留可能な浴槽と、
　この浴槽に貯留された浴槽水の温度を検知する温度検知手段と、
　前記浴槽の内部の入浴者がもたれる側の壁面に設けられた加温部と、
　この加温部の温度を制御する制御部と、
　入浴者が浴槽に入ったとき入浴開始信号を発生する入浴開始信号発生手段と、を有し、
　前記制御部は、入浴者の体内温度と入浴者が感じる温感をそれぞれの快適温度ゾーン内
に収め続けるように、前記温度検知手段により検知された浴槽水の温度に応じて、前記加
温部の温度及び加温時間を自動で制御する自動運転モードを有し、
　この制御部は、自動運転モードにおいて、前記加温部を所定温度になるよう加温する準
備加温工程と、この準備加温工程の後工程であって、入浴者が浴槽内に入ったことを前記
入浴開始信号により検知した後に、前記準備加温工程とは異なるように制御する第１加温
工程と、この第１加温工程の後工程であって、前記第１加温工程とは異なるように制御す
る第２加温工程と、を実行するよう構成され、
　前記制御部は、自動運転モードにおいて、前記第１加温工程における前記加温部の単位
時間当たりの投入熱量の平均値が前記第２加温工程における単位時間当たりの投入熱量の
平均値よりも大きくなるように、前記加温部を制御することを特徴とする浴槽装置。
【請求項２】
　前記制御部は、自動運転モードにおいて、前記第１加温工程のほうが前記第２加温工程
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よりも前記加温部の１回の加温時間の平均値が長くなるよう制御する、請求項１に記載の
浴槽装置。
【請求項３】
　前記制御部は、自動運転モードにおいて、前記第１加温工程のほうが前記第２加温工程
よりも前記加温部の加温しない時間の平均値が短くなるよう制御する、請求項２に記載の
浴槽装置。
【請求項４】
　前記制御部は、自動運転モードにおいて、さらに、前記第１加温工程と前記第２加温工
程との間の工程であって、前記加温部の温度及び加温時間を前記第１加温工程及び前記第
２加温工程とは異なるよう制御する第３加温工程と、を実行するよう構成され、
　前記制御部は、自動運転モードにおいて、前記第３加温工程における前記加温部の単位
時間当たりの投入熱量の平均値が、前記第１加温工程及び前記第２加温工程におけるそれ
ぞれの単位時間当たりの投入熱量の平均値よりも小さくなるよう制御する、請求項１乃至
３の何れか１項に記載の浴槽装置。
【請求項５】
　前記制御部は、自動運転モードにおいて、さらに、前記第２加温工程の後工程であって
、前記加温部の温度と加温時間を前記第２加温工程とは異なるよう制御する第４加温工程
と、を実行するよう構成され、
　前記制御部は、自動運転モードにおいて、前記第４加温工程における前記加温部の単位
時間当たりの投入熱量の平均値が前記第２加温工程における単位時間当たりの投入熱量の
平均値より大きくなるよう制御する、請求項１乃至４の何れか１項に記載の浴槽装置。
【請求項６】
　前記制御部は、入浴者の手動操作により、第４加温工程を繰り返して実行するようにな
っている請求項５に記載の浴槽装置。
【請求項７】
　前記加温部は、前記壁面にもたれた入浴者の首を加温する前記壁面の上端近傍に設けら
れた首加温部と、前記壁面における前記首加温部の下方に設けられ入浴者の背中を加温す
る背中加温部と、を備え、
　前記制御部は、自動運転モードにおいて、前記第１加温工程における前記首加温部の加
温時間の割合が前記第２加温工程における前記首加温部の加温時間の割合より大きくなる
よう制御する、請求項１乃至６の何れか１項に記載の浴槽装置。
【請求項８】
　前記加温部は、前記壁面にもたれた入浴者の首を加温する前記壁面の上端近傍に設けら
れた首加温部と、前記壁面における前記首加温部の下方に設けられ入浴者の背中を加温す
る背中加温部と、を備え、
　前記制御部は、自動運転モードの前記第３加温工程において、前記首加温部の加温時間
のほうが前記背中加温部の加温時間よりも長くなるように制御する、請求項４に記載の浴
槽装置。
【請求項９】
　前記加温部は、前記壁面にもたれた入浴者の首を加温する前記壁面の上端近傍に設けら
れた首加温部と、前記壁面における前記首加温部の下方に設けられ入浴者の背中を加温す
る背中加温部と、を備え、
　前記制御部は、自動運転モードの前記第４加温工程において、前記首加温部の加温時間
のほうが前記背中加温部の加温時間よりも長くなるように制御する、請求項５に記載の浴
槽装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、浴槽装置に係り、特に、長時間入浴しても快適な温かさを感じ続けることが
できる浴槽装置に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　従来から浴槽の壁面に加温ヒータを設けて、温熱効果を得られるようにした浴槽装置が
知られている。
　例えば、特許文献１には、温湯に身体の一部を浸漬した状態で、さらに身体の局所をこ
の温湯より高い温度で温熱処理をすることにより、比較的広い範囲で優れた温熱効果が得
られるようにした浴槽装置が記載されている。
　また、特許文献２には、浴槽の内面に複数の伝熱体を設け、ヘッダ装置から任意の温度
に調整した湯水を伝熱体に供給することにより伝熱体の表面の温度を制御して、入浴者に
冷（温）感刺激を与え、自律神経を活性化させるようにした浴槽装置が記載されている。
【０００３】
　さらに、特許文献３には、入浴者の入浴前の状態に基づき、入浴者の身体の何れかの部
位を加温および／または冷却することにより、温冷されていない部位との温度差でその部
位を効果的に暖めて血流をよくしたり、温冷された部位の筋肉緩和等の効果を得るように
した浴槽装置が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平１１－３１８９６４号公報
【特許文献２】特開２００７－５４１０６号公報
【特許文献３】特開２０１５－６２５５７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　このような従来技術に対し、本発明者らは、長時間入浴しても、初めから最後まで、の
ぼせることなく快適な温かさを感じ続けられる浴槽装置を開発した。このような浴槽装置
には、上述した従来技術による浴槽装置に使用された加温ヒータ等の加温装置を使用する
必要がある。
【０００６】
　本発明者らは、上述の浴槽装置を開発するにあたり、体内温度（体の芯の温度）と温感
（脳が感じる温度感覚）の両方をそれぞれの快適温度ゾーン内に収め続けることが重要で
あることを見出した。
【０００７】
　しかしながら、体内温度は入浴初期から快適温度ゾーンに達しているわけではないため
、体内温度が快適温度ゾーン外にある入浴初期と、体内温度が快適温度ゾーン内にある入
浴中期以降では同じ温度制御をしても、温感を体内温度ゾーン内に収めることができない
という課題を見出した。
【０００８】
具体的に説明すると、入浴初期と入浴中期以降とで同じ温度制御をすると、入浴初期に入
浴中期以降の制御を合わせた場合は、入浴中期以降において体内温度や温感が快適温度ゾ
ーンを越えてしまい、また、入浴中期以降に入浴初期の制御を合わせた場合は、入浴初期
において温感や体内温度が快適温度ゾーンに達せず、快適な温かさを感じることができな
いという課題がある。
【０００９】
　そこで、本発明は、上述した本発明者らが見出した課題を解決して、長時間入浴しても
、入浴初期から最後まで、体内温度と温感の両方をそれぞれの快適温度ゾーン内に収め続
けることが可能な浴槽装置を提供することを目的とする。
【００１０】
　上記の目的を達成するために、本発明は、浴槽水をその内部に貯留可能な浴槽と、この
浴槽に貯留された浴槽水の温度を検知する温度検出手段と、浴槽の内部の入浴者がもたれ
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る側の壁面に設けられた加温部と、この加温部の温度を制御する制御部と、入浴者が浴槽
に入ったとき入浴開始信号を発生する入浴開始信号発生手段と、を有し、制御部は、入浴
者の体内温度と入浴者が感じる温感をそれぞれの快適温度ゾーン内に収め続けるように、
温度検知手段により検知された浴槽水の温度に応じて、加温部の温度及び加温時間を自動
で制御する自動運転モードを有し、この制御部は、自動運転モードにおいて、加温部を所
定温度になるよう加温する準備加温工程と、この準備加温工程の後工程であって、入浴者
が浴槽内に入ったことを入浴開始信号により検知した後に、準備加温工程とは異なるよう
に制御する第１加温工程と、この第１加温工程の後工程であって、第１加温工程とは異な
るように制御する第２加温工程と、を実行するよう構成され、制御部は、自動運転モード
において、第１加温工程における加温部の単位時間当たりの投入熱量の平均値が第２加温
工程における単位時間当たりの投入熱量の平均値よりも大きくなるように、加温部を制御
することを特徴としている。
　浴槽内の浴槽水の温度が比較的高い従来の入浴スタイルにおいては、入浴者の身体への
負荷を減らすためには加温部により徐々に温めることが望ましい。しかしながら、浴槽内
の浴槽水の温度が低い入浴スタイルにおいては、従来とは逆の発想が必要となる。そのた
め、本発明においては、制御部により、温度検知手段により検知された浴槽水の温度に応
じて、自動運転モードにおいて、あえて、入浴初期である第１加温工程における加温部の
単位時間当たりの投入熱量の平均値をその後工程である第２加温工程における単位時間当
たりの投入熱量の平均値よりも大きくなるように加温部を制御するようにしたので、入浴
者の身体への負荷を減らすために浴槽内の浴槽水の温度を低めにしたとしても、入浴者は
入浴初期から温かさを感じることができ、入浴者の体内温度及び温感をそれぞれの快適温
度ゾーン内に収めることができる。
【００１１】
本発明において、好ましくは、制御部は、自動運転モードにおいて、第１加温工程のほう
が第２加温工程よりも加温部の１回の加温時間の平均値が長くなるよう制御する。
　このように構成された本発明においては、制御部が、自動運転モードにおいて、第１加
温工程のほうが第２加温工程よりも加温部の１回の加温時間の平均値が長くなるよう制御
するので、入浴者の身体への負荷を減らすために浴槽内の浴槽水の温度を低めにしたとし
ても、入浴者は入浴初期から温かさを感じることができ、入浴者の体内温度及び温感をそ
れぞれの快適温度ゾーン内に収めることができる。
【００１２】
本発明において、好ましくは、制御部は、自動運転モードにおいて、第１加温工程のほう
が第２加温工程よりも加温部の加温しない時間の平均値が短くなるよう制御する。
　このように構成された本発明においては、制御部が、自動運転モードにおいて、第１加
温工程のほうが第２加温工程よりも加温部の加温しない時間の平均値が短くなるよう制御
するので、入浴者の身体への負荷を減らすために浴槽内の浴槽水の温度を低めにしたとし
ても、入浴者は入浴初期から温かさを感じることができ、入浴者の体内温度及び温感をそ
れぞれの快適温度ゾーン内に収めることができる。
【００１３】
本発明において、好ましくは、制御部は、自動運転モードにおいて、さらに、第１加温工
程と第２加温工程との間の工程であって、加温部の温度及び加温時間を第１加温工程及び
第２加温工程とは異なるよう制御する第３加温工程と、を実行するよう構成され、制御部
は、自動運転モードにおいて、第３加温工程における加温部の単位時間当たりの投入熱量
の平均値が、第１加温工程及び第２加温工程におけるそれぞれの単位時間当たりの投入熱
量の平均値よりも小さくなるよう制御する。
　ここで、第１加温工程の直後に第２加温工程を実行すると、特に入浴者の体内温度は温
まり難く冷め難く応答性がよいわけではないので、入浴者の体内温度及び入浴者が感じる
温感が上がり続けてしまい、入浴者の体内温度及び温感がそれぞれの快適温度ゾーンを越
えてしまう。そこで、本発明においては、制御部が、自動運転モードにおいて、第３加温
工程における加温部の単位時間当たりの投入熱量の平均値が、第１加温工程及び第２加温
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工程におけるそれぞれの単位時間当たりの投入熱量の平均値よりも小さくなるよう制御す
るので、第２加温工程に入る前に入浴者の体内温度の上昇を落ち着かせることができる。
その結果、本発明によれば、入浴者の体内温度及び温感をそれぞれの快適温度ゾーンに収
めることができる。
【００１４】
本発明において、好ましくは、制御部は、自動運転モードにおいて、さらに、第２加温工
程の後工程であって、加温部の温度と加温時間を第２加温工程とは異なるよう制御する第
４加温工程と、を実行するよう構成され、制御部は、自動運転モードにおいて、第４加温
工程における加温部の単位時間当たりの投入熱量の平均値が第２加温工程における単位時
間当たりの投入熱量の平均値より大きくなるよう制御する。
　このように構成された本発明においては、制御部が、自動運転モードにおいて、第４加
温工程における加温部の単位時間当たりの投入熱量の平均値が第２加温工程における単位
時間当たりの投入熱量の平均値より大きくなるよう制御するので、入浴者は、十分な温ま
り感で入浴を終えることができる。
【００１５】
　本発明において、好ましくは、制御部は、入浴者の手動操作により、第４加温工程を繰
り返して実行するようになっている。
　このように構成された本発明においては、入浴者がさらに長時間入浴したい場合であっ
ても、自らの手動操作により、第４加温工程を繰り返して実行できるようになっているの
で、入浴者は、より長い時間快適な温かさを感じ続けることができ、その後、入浴を終え
ることができる。
【００１６】
本発明において、好ましくは、加温部は、壁面にもたれた入浴者の首を加温する壁面の上
端近傍に設けられた首加温部と、壁面における首加温部の下方に設けられ入浴者の背中を
加温する背中加温部と、を備え、制御部は、自動運転モードにおいて、第１加温工程にお
ける首加温部の加温時間の割合が第２加温工程における首加温部の加温時間の割合より大
きくなるよう制御する。
　このように構成された本発明においては、制御部が、自動運転モードにおいて、第１加
温工程における首加温部の加温時間の割合が第２加温工程における首加温部の加温時間の
割合より大きくなるよう制御するので、入浴初期の第１加温工程において、不足する入浴
者が感じる温感を首加温部により快適温度ゾーンに収めることができる。
【００１７】
本発明において、好ましくは、加温部は、壁面にもたれた入浴者の首を加温する壁面の上
端近傍に設けられた首加温部と、壁面における首加温部の下方に設けられ入浴者の背中を
加温する背中加温部と、を備え、制御部は、自動運転モードの第３加温工程において、首
加温部の加温時間のほうが背中加温部の加温時間よりも長くなるように制御する。
　このように構成された本発明においては、制御部が、自動運転モードの第３加温工程に
おいて、首加温部の加温時間のほうが背中加温部の加温時間よりも長くなるように制御す
るので、第２加温工程に入る前に入浴者の体内温度の上昇を落ち着かせつつ、入浴者は温
かさを感じることができる。
【００１８】
本発明において、好ましくは、加温部は、壁面にもたれた入浴者の首を加温する壁面の上
端近傍に設けられた首加温部と、前記壁面における前記首加温部の下方に設けられ入浴者
の背中を加温する背中加温部と、を備え、
　前記制御部は、自動運転モードの前記第４加温工程において、前記首加温部の加温時間
のほうが背中加温部の加温時間よりも長くなるように制御する。
　このように構成された本発明においては、制御装置が、自動運転モードの第４加温工程
において、首加温部の加温時間のほうが背中加温部の加温時間よりも長くなるように制御
するので、入浴者の体内温度を上げずに十分な温まり感で入浴を終えることができる。
【発明の効果】
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【００１９】
　本発明の浴槽装置によれば、長時間入浴しても、入浴初期から最後まで、体内温度と温
感の両方をそれぞれの快適温度ゾーン内に収め続けることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の一実施形態による浴槽装置を示す正面図である。
【図２】図１の平面図である。
【図３Ａ】本発明の一実施形態による浴槽装置における首加温ヒータへの入力電圧と時間
の関係を示す線図である。
【図３Ｂ】本発明の一実施形態による浴槽装置における背中加温ヒータへの入力電圧と時
間の関係を示す線図である。
【図３Ｃ】本発明の一実施形態による浴槽装置における加温ヒータ（首加温ヒータ、背中
加温ヒータ）の温度と時間の関係を示す線図である。
【図３Ｄ】本発明の一実施形態による浴槽装置における湯温、浴槽表面温度（首加温ヒー
タ、背中加温ヒータ）と、これらと時間の関係を示す線図である。
【図３Ｅ】本発明の一実施形態による浴槽装置における温感、温感の快適温度ゾーンと、
これらと時間の関係を示す線図である。
【図３Ｆ】本発明の一実施形態による浴槽装置における体内温度、体内温度の快適温度ゾ
ーンと、これらと時間の関係を示す線図である。
【図４】本発明の一実施形態による浴槽装置における動作を概念的に説明する図である。
【図５Ａ】本発明の一実施形態による浴槽装置における第２加温工程の変形例１を示す線
図である。
【図５Ｂ】本発明の一実施形態による浴槽装置における第２加温工程の変形例２を示す線
図である。
【図５Ｃ】本発明の一実施形態による浴槽装置における第２加温工程の変形例３を示す線
図である。
【図５Ｄ】本発明の一実施形態による浴槽装置における第２加温工程の変形例４を示す線
図である。
【図６】本発明の一実施形態による浴槽装置の加温制御の基本動作を示すフローチャート
である。
【図７】本発明の一実施形態による浴槽装置における給湯（湯はり）開始の工程を示すフ
ローチャートである。
【図８】本発明の一実施形態による浴槽装置における温度検知の工程を示すフローチャー
トである。
【図９】本発明の一実施形態による浴槽装置における加温制御工程（第１加温工程、第３
加温工程、第２加温工程、第４加温工程）を示すフローチャートである。
【図１０】本発明の一実施形態による浴槽装置における加温制御工程（第１加温工程、第
３加温工程、第２加温工程、第４加温工程）の変形例を示すフローチャートである。
【図１１】本発明の一実施形態による浴槽装置の加温制御におけるモード１、モード２、
モード３を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、添付図面により、本発明の一実施形態による浴槽装置を説明する。本発明の実施
形態による浴槽装置は、長時間入浴しても快適な温かさを感じ続けることができる浴槽装
置である。この快適な温かさを感じ続けることをできるようにするためには、入浴者の体
内温度（体の芯の温度）と入浴者が感じる温感（脳が感じる温度感覚）をそれぞれの快適
温度ゾーンに納め続ける必要がある。
【００２２】
　ここで、体内温度は、体の中心部の体温で、平均３７℃程度であり、お湯の循環により
温度が上昇するが、体内温度の変化の幅や速度は、体表面の温度に比べて小さい。また、
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体内温度として、直腸温や耳内温などを用いることもある。
　温感は、身体のある部位（皮膚など）に温度刺激を加えたとき、その部位の表面温度に
対して、高い（又は低い）温度刺激であったとき（表面温度に対し温度ギャップがあった
とき）に得られる感覚である。換言すれば、身体の特定部位に熱を加えると、体表面の温
覚受容器がそれを受容し、その情報が感覚神経を介して脳に伝えられ、温かさ（冷たさ）
を感じるのが温感である。
【００２３】
　また、体内温度は温まり難く冷め難く、温感は温まり易く冷め易いという性質がある。
そのため、本発明の実施形態による浴槽装置においては、入浴者の首への単位面積当たり
の投入熱量を背中への単位面積当たりの投入熱量を小さくすることにより、入浴者の体内
温度を快適温度ゾーン内に収め続けることができ、且つ、背中を加温したのでは不足する
入浴者が感じる温感を、首を加温することにより快適温度ゾーン内に収め続けることがで
きるようにしている。
【００２４】
　さらに、本発明の実施形態による浴槽装置においては、入浴初期における単位時間当た
りの投入熱量の平均値をその後の時期における単位時間当たりの投入熱量の平均値よりも
大きくなるようにしたので、入浴者の身体への負荷を減らすために浴槽水の温度（湯温）
を低めにしたとしても、入浴初期から温かさを感じることができ、さらに、体内温度はい
ったん温まると冷め難いので、その後の時期も温かさを感じ続けることができ、入浴者の
体内温度と入浴者が感じる温感をそれぞれの快適温度ゾーン内に収めることができるよう
になっている。
【００２５】
　次に、図１及び図２により、本発明の一実施形態による浴槽装置の基本構造を説明する
。符号１は、浴槽装置を示し、この浴槽装置１は、浴槽２を備え、この浴槽２の内部に浴
槽水が貯留されるようになっている。浴槽装置１は、さらに、給湯器４を備え、この給湯
器４により設定された温度の浴槽水（お湯）が、給湯室６と水栓８を経由して、浴槽２内
に供給されるようになっている。この給湯室６内には、浴槽２に供給される浴槽水の温度
（湯温）を検出する温度検知センサ９が設けられている。
【００２６】
　浴槽２の入浴者Ｈがもたれる壁面１０の上端近傍には、入浴者Ｈの首を加温するための
首加温ヒータ１２が設けられている。この首加温ヒータ１２は、壁面１０の表面近くに内
蔵されるように取り付けられる。また、首加温ヒータ１２は、壁面１０の表面に露出する
ように設けられてもよい。なお、首加温ヒータ１２は、浴槽２の壁面１０の構造により、
壁面の上端近傍よりも低い位置に設けるようにしてもよい。
　さらに、この首加温ヒータ１２は、図１１に示すように、浴槽水の温度（湯温）により
、ヒータ領域の面積の大小が変更可能となっており、それにより、首加温ヒータ１２の単
位面積当たりの投入熱量が調整できるようになっている。
【００２７】
　浴槽２の入浴者Ｈがもたれる壁面１０の首加温ヒータ１２が設けられた下方には、入浴
者Ｈの背中を加温するための背中加温ヒータ１４が設けられている。この背中加温ヒータ
１４は、壁面１０の表面近くに内臓されるように取り付けられる。また、背中加温ヒータ
１４は、壁面１０の表面に露出するように設けられてもよい。
　さらに、この背中加温ヒータ１４は、図１１に示すように、浴槽水の温度（湯温）によ
り、ヒータ領域の面積の大小が変更可能となっており、それにより、背中加温ヒータ１４
の単位面積当たりの投入熱量が調整できるようになっている。
【００２８】
　ここで、上述した首加温ヒータ１２及び背中加温ヒータ１３は、熱線であり、この熱線
に入力される電圧及び電流の値（高さ）により、首加温ヒータ１２及び背中加温ヒータ１
３の温度が調整できるようになっている。なお、首加温ヒータ１２及び背中加温ヒータ１
４は、熱線の代りに、温度調整されたお湯を通す給湯パイプのようなものであってもよい
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。
　このようにして、浴槽２の表面（首加温ヒータ１２及び背中加温ヒータ１４が露出して
いる場合を含む）が、加温され、浴槽表面温度が上昇する。
【００２９】
　さらに、浴槽２の外部の壁には、加温スイッチ１６が設けられており、入浴者Ｈが、希
望により、首加温ヒータ１２及び背中加温ヒータ１４により加温制御を行うことができる
ようになっている。このため、加温スイッチ１６、首加温ヒータ１２、背中加温ヒータ１
４は、制御装置１８に接続されている。この制御装置１８は、自動的に加温制御を実行す
る自動運転モードを有する。
【００３０】
　次に、図３により、本発明の実施形態による浴槽装置１における制御装置１８による自
動運転モードにおける加温制御について説明する。図３Ａは首加温ヒータへの入力電圧（
Ｖ）と時間（ｔ）の関係を示す線図であり、図３Ｂは背中加温ヒータへの入力電圧（Ｖ）
と時間（ｔ）の関係を示す線図であり、図３Ｃは加温ヒータ（首加温ヒータ、背中加温ヒ
ータ）の温度（℃）と時間（ｔ）の関係を示す線図であり、図３Ｄは湯温（℃）、浴槽表
面温度（首加温ヒータ、背中加温ヒータ）（℃）と、これらと時間（ｔ）の関係を示す線
図であり、図３Ｅは温感、温感の快適温度ゾーン（℃）と、これらと時間（ｔ）の関係を
示す線図であり、図３Ｆは体内温度（℃）、体内温度の快適温度ゾーン（℃）と、これら
と時間（ｔ）の関係を示す線図である。　ここで、首加温ヒータ及び背中加温ヒータによ
る投入熱量は、「温度×加温時間」である。より具体的に言うと、首加温ヒータ及び背中
加温ヒータに電圧を入力してこれらを加温しているので、これらの投入熱量は、「入力電
圧×入力電圧のＯＮ時間」となる。このため、図３Ａ及び図３Ｂにおいて、入力電圧の矩
形波の面積が、投入熱量となる。
　また、本実施形態においては、図３Ａ及び図３Ｂに示すように、首加温ヒータ及び背中
加温ヒータへの入力電圧は一定値であり、電圧の入力時間（加熱時間）を調整するように
している。なお、本実施形態においては、電圧の代りに入力電流の値（高さ）により加温
制御するようにしても良い。
【００３１】
　図３Ｃに示すように、浴槽水のお湯の温度（湯温）は、体温に近い３６℃に設定されて
いる。次に、図３Ａ及び図３Ｂに示すように、この湯温で、入浴者Ｈが加温スイッチ１６
をＯＮ操作すると、浴槽２の壁面１０に設けられた首加温ヒータ１２及び背中加温ヒータ
１４により浴槽表面を加温する加温工程が実行される。この加温工程は、準備加温工程、
第１加温工程、第３加温工程、第２加温工程、第４加温工程を含み、これらの各加温工程
が順番に又は特定の加温工程が繰り返して実行されるようになっている。
【００３２】
　図３Ａ及び図３Ｂに示すように、先ず、入浴者Ｈが入浴を開始する前（時間ｔ１）に、
準備加温工程を実行する。この準備加温工程は、入浴者Ｈが浴槽に接したときに感じる浴
槽表面の冷たさを軽減させるために、浴槽表面を予め温めておく工程である。この準備加
温工程において、首加温ヒータ１２及び背中加温ヒータ１４を加温し、これらの近傍の浴
槽２の壁面１０の表面が加温されるようになっている。また、首加温ヒータ１２及び背中
加温ヒータ１４が浴槽２の壁面１０から露出している場合には、これらの表面が加温され
るようになっている。この準備加温工程において、首加温ヒータ１２及び背中加温ヒータ
１４を同時に５分間加温する。この準備加温工程における首加温ヒータ１２による単位面
積当たりの投入熱量は、準備加温工程における背中加温ヒータ１４による単位面積当たり
の投入熱量よりも小さい。首加温ヒータ１２及び背中加温ヒータ１４の加温により、首加
温ヒータ１２及び背中加温ヒータ１４の近傍の浴槽表面の温度が湯温３６℃の近傍まで上
昇する。
【００３３】
　浴槽表面の温度が湯温近傍まで上昇した後、それ以上に浴槽表面の温度が上昇しないよ
うにすることが好ましい。そのため、本実施形態においては、準備加温工程の後半におい
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て、首加温ヒータ１２において２回の短時間の加温を行い、同様に、背中加温ヒータ１４
において２回の短時間（数十秒）の加温を行う。
【００３４】
　この準備加温工程中に、入浴者Ｈが、浴槽２に入浴する（時間ｔ２）。入浴者Ｈが入浴
した後に、上述した温度検知センサ９により浴槽水の温度を検知する。この温度検知セン
サ９により検知された浴槽水の温度（湯温）が、３９℃未満の場合、３９℃以上で４２℃
未満の場合、４２℃以上の場合のそれぞれの温度領域において、制御装置１８による首加
温ヒータ１２及び背中加温ヒータ１４の制御内容は異なっている。この湯温が異なる温度
領域における制御装置１８による加温制御の内容は、図８及び図１１等を参照し後述する
。
【００３５】
　この例では、湯温は３６℃であるので、首加温ヒータ１２及び背中加温ヒータ１４にお
ける単位面積当たりの投入熱量は、他の高温の温度領域よりも大となっている（図１１の
モード１参照）。
【００３６】
　準備加温工程が終了すると、第１加温工程が実行される（ｔ３）。この第１加温工程に
おいては、首加温ヒータ１２は、５分間（＝Ｔｎ１）加温し、背中加温ヒータ１４は、首
加温ヒータ１３と同時に加温を開始し８分間（＝Ｔｂ１）加温するようになっている。こ
の加温時間（Ｔｎ１,Ｔｂ１）は、首加温ヒータ１２及び背中加温ヒータ１４における１
回の最長加温時間であり、首加温ヒータ１２の１回の最長加温時間（Ｔｎ１）が背中加温
ヒータ１４の１回の最長加温時間（Ｔｂ１）よりも短くなるよう制御される。
【００３７】
　その後、第１加温工程を終了し、第３加温工程に移行する（時間ｔ４）。この第３加温
工程は、後述する第２加温工程の前工程であり、省略してもよい。
　この第３加温工程は、２分以上の時間実行される。先ず、時間ｔ４以降に、首加温ヒー
タ１２において２回の短時間の加温を行い、一方、背中加温ヒータ１４において加温は行
われない。この第３加温工程においても、首加温ヒータ１２における単位面積当たりの投
入熱量は背中加温ヒータ１４における単位面積当たりの投入熱量（実際はゼロ）より小さ
い値となっている。
【００３８】
　次に、第２加温工程に移行する（時間ｔ５）。図３Ａに示すように、首加温ヒータ１２
は、短時間の加温が複数回繰り返して実行される（図３Ａの例では６回の加温が実行され
ている）が、このとき、入力電圧の値（高さ）は、同じであり、さらに、一回の加温時間
は徐々に長くなっている。このため、首加温ヒータ１２の温度は、図３Ｃに示すように、
上下動しながら徐々に高くなっていく。第２加温工程は１８分以上の時間実行される。
【００３９】
　図３Ｂに示すように、第２加温工程において、背中加温ヒータ１４は、短時間の加温が
複数回実行されるが、このとき、入力電圧の値（高さ）は、同じであり、また、一回の加
温時間は、首加温ヒータ１２とは異なり、一定（同じ）である。このため、背中加温ヒー
タ１４の温度は、図３Ｃに示すように、上下動しながらほぼ同じ高さに保持されている。
　この第２加温工程においても、首加温ヒータ１２における単位面積当たりの投入熱量は
背中加温ヒータ１４における単位面積当たりの投入熱量より小さい値となっている。
　また、第２加温工程においても、首加温ヒータ１２の１回の最長加温時間が背中加温ヒ
ータ１４の１回の最長加温時間よりも短くなるよう制御している。
【００４０】
　第２加温工程においては、首加温ヒータ１２のほうが背中加温ヒータ１４よりも、加温
回数が多くなるように制御している。
　なお、本実施形態においては、浴槽の表面温度が低下しない程度に首加温ヒータ１２及
び背中加温ヒータ１４により加温しているが、この加温は、加温回数としてカウントしな
い。
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　また、第２加温工程においては、背中加温ヒータ１４の加温開始タイミングに合わせて
、首加温ヒータ１２の加温を開始するように制御している（時間ｔａ）。
　さらに、背中加温ヒータ１４を加温していないとき、首加温ヒータ１２を加温するよう
に制御している（時間ｔｂ）。
【００４１】
　ここで、第２加温工程においては、図３Ｄに示すように、首加温ヒータ１２と背中加温
ヒータ１４は、共に、温度が上昇する温度上昇工程Ｕと温度が下降する温度下降工程Ｄが
交互に実行されるように、加温制御される。さらに、首加温ヒータ１２と背中加温ヒータ
１４は、温度上昇工程Ｕにおける温度変化率が温度下降工程Ｄにおける温度変化率よりも
大きくなるように制御される。
【００４２】
　その後、第２加温工程を終了し、第４加温工程に移行する（時間ｔ６）。第４加温工程
において、図３Ａに示すように、首加温ヒータ１２は、５分以上加温する。一方、図３Ｂ
に示すように、背中加温ヒータ１４は、短時間の加温が２回実行される。この第４加温工
程においては、第１加温工程、第２加温工程とは異なり、首加温ヒータ１２における単位
面積当たりの投入熱量の平均値が背中加温ヒータ１４における単位面積当たりの投入熱量
の平均値より大きな値となっている。
【００４３】
　この第４加温工程が終了後、入浴者Ｈは、浴槽２から出浴する（ｔ７）。これにより、
制御装置１８による、一連の首加温ヒータ１２及び背中加温ヒータ１４の加温制御は、終
了する。
【００４４】
　ここで、図３Ａ及び図３Ｂからも明らかなように、制御装置１８は、第１加温工程にお
ける首加温ヒータ１２及び背中加温ヒータ１４の単位時間当たりの投入熱量の平均値が第
２加温工程における単位時間当たりの投入熱量の平均値よりも大きくなるように、首加温
ヒータ１２及び背中加温ヒータ１４を制御する。
【００４５】
　また、制御装置１８は、第１加温工程のほうが第２加温工程よりも首加温ヒータ１２及
び背中加温ヒータ１４の１回の加温時間の平均値が長くなるよう制御する。
【００４６】
　また、制御装置１８は、第１加温工程のほうが第２加温工程よりも首加温ヒータ１２及
び背中加温ヒータ１４の加温しない時間の平均値が短くなるよう制御する。
【００４７】
　また、制御装置１８は、第３加温工程における首加温ヒータ１２及び背中加温ヒータ１
４の単位時間当たりの投入熱量の平均値が、第１加温工程及び第２加温工程におけるそれ
ぞれの単位時間当たりの投入熱量の平均値よりも小さくなるよう制御する。
【００４８】
　また、制御装置１８は、第４加温工程における首加温ヒータ１２の単位時間当たりの投
入熱量の平均値が第２加温工程における単位時間当たりの投入熱量の平均値より大きくな
るよう制御する。
【００４９】
　また、制御装置１８は、第１加温工程における首加温ヒータ１２の加温時間の割合が第
２加温工程における首加温ヒータ１２の加温時間の割合より大きくなるよう制御する。
【００５０】
　また、制御装置１８は、第３加温工程において、首加温ヒータ１２の加温時間のほうが
背中加温ヒータ１４の加温時間よりも長くなるように制御する。
【００５１】
　さらに、制御装置１８は、第４加温工程において、首加温ヒータ１２の加温時間のほう
が背中加温ヒータ１４の加温時間よりも長くなるように制御する。
【００５２】
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　次に、図３Ｃにより、首加温ヒータ１２及び背中加温ヒータ１４のそれぞれの温度につ
いて説明する。図３Ｃより示された首加温ヒータ１２の温度及び背中加温ヒータ１４から
明らかなように、電圧が入力されると温度が徐々に上昇し、電圧の入力が停止されると温
度が徐々に低下するようになっている。また、第１加温工程及び第２加温工程において、
背中加温ヒータ１４への電圧の入力時間が首加温ヒータ１２への電圧の入力時間よりも長
いので、その分、背中加温ヒータ１４の温度は、首加温ヒータ１２よりも、高い値まで上
昇する。
【００５３】
　次に、図３Ｄにより、浴槽表面温度の変化について説明する。首加温ヒータ１２により
加温される浴槽表面の温度が、準備加温工程、第３加温工程、第２加温工程において、背
中加温ヒータ１４により加温される浴槽表面の温度よりも、少し低くなっている。これは
、これらの加温工程において、首加温ヒータ１２における単位面積当たりの投入熱量が背
中加温ヒータ１４における単位面積当たりの投入熱量より小さいからである。
【００５４】
　一方、第４加温工程においては、首加温ヒータ１２の温度は、背中加温ヒータ１４の温
度よりも、少し高くなっている。これは、第４加温工程において、首加温ヒータ１２にお
ける単位面積当たりの投入熱量が背中加温ヒータ１４における単位面積当たりの投入熱量
より大きいからである。
【００５５】
　次に、図３Ｅにより、入浴者Ｈが感じる温感の変化について説明する。本実施形態にお
いて、温感の快適温度ゾーンは、３８．０℃～４１．０℃の温度範囲である。温感は、温
まり易く冷め易い性質があるが、本実施形態においては、上述したような加温制御を実行
することにより、第１加温工程の途中から快適温度ソーン内に収まり、第４加温工程の後
半に、快適温度ゾーンより高くなるようになっている。
【００５６】
　次に、図３Ｆにより、入浴者Ｈの体内温度の変化について説明する。本実施形態におい
て、体内温度の快適温度ゾーンは、３７．０℃～３７．３℃の温度範囲である。体内温度
は、温まり難く冷め難い性質があるが、本実施形態においては、上述したような加温制御
を実行することにより、第１加温工程の最後から第４加温工程が終了するまで、快適温度
ソーン内に収まるようになっている。なお、第３加温工程においては、体内温度を若干低
下するようにしている。
【００５７】
　次に、図４により、本発明の実施形態による浴槽装置における第１加温工程、第３加温
工程、第２加温工程、第４加温工程における「目的（狙い）」、「特徴」、「効果」につ
いて、概略的に説明する。
　先ず、「目的（狙い）」を説明する。第１加温工程においては「体内温度と温感を一気
に上げる」こと、第３加温工程においては「寒さを感じさせずに、体内温度の上昇を抑え
る」こと、第２加温工程においては「体内温度を維持しつつ、温感をにぶらせない」こと
、第４加温工程においては「体内温度を維持しつつ、温感を高め満足感を得る」ことを、
それぞれの加温工程における目的（狙い）としている。
【００５８】
　次に、「特徴」を説明する。首加温ヒータ１２において、第１加温工程においては、加
温温度と加温時間を「最高」とし、次に、第３加温工程においては、加温温度を「高」、
加温時間を「短」とし、次に、第２加温工程においては、加温温度を「低→高→低」のよ
うに繰り返し、加温時間は「短（短周期）」とし、次に、第４加温工程においては、加温
温度を「最高」にし、加温時間を「最長」にしている。
【００５９】
　背中温ヒータ１４において、第１加温工程においては、加温温度と加温時間を「最高」
とし、次に、第３加温工程においては、加温温度及び加温時間は「なし」とし（加温しな
い）、次に、第２加温工程においては、加温温度を「高」とし、加温時間は「中」とし、
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次に、第４加温工程においては、加温温度を「高」にし、加温時間を「中」にしている。
これらの特徴により、上述した目的（狙い）を達成している。
【００６０】
　次に、「効果」を説明する。温感については、第１加温工程において上昇し、第３加温
工程においてほぼ一定の温度に保ち、第２加温工程において上下動させながら上昇し、第
４加温工程において更に上昇する。
　体内温度については、第１加温工程において上昇し、第３加温工程において少し低下し
、第２加温工程において上下動させながら一定の温度に保ち、第４加温工程においても一
定の温度に保つ。
【００６１】
　次に、図５Ａ、図５Ｂ、図５Ｃ、図５Ｄにより、本実施形態の浴槽装置の第２加温工程
における加温制御の変形例を説明する。
　図５Ａは、本実施形態の浴槽装置の第２加温工程における加温制御の変形例１を示す線
図である。図５Ａは背中加温ヒータの加温制御内容を示しているが、首加温ヒータの加温
制御内容も同様である（首加温ヒータの場合背中加温ヒータより入力電圧が低い）。この
変形例１においては、入力電圧の値を徐々に高くすると共に、加温と加温の間に加温しな
い時間帯（加温ＯＦＦ）が設けられている。
【００６２】
　図５Ｂは、本実施形態の浴槽装置の第２加温工程における加温制御の変形例２を示す線
図である。図５Ｂは背中加温ヒータの加温制御内容を示しているが、首加温ヒータの加温
制御内容も同様である（首加温ヒータの温度は背中加温ヒータの入力電圧より低い）。こ
の変形例２においては、加温と加温の間においても相対的に低い値の電圧を入力すること
により、加温と加温の間も相対的に低い温度で加温するようにしている。
【００６３】
　図５Ｃは、本実施形態の浴槽装置の第２加温工程における加温制御の変形例３を示す線
図である。図５Ｃは背中加温ヒータの加温制御内容を示しているが、首加温ヒータの加温
制御内容も同様である（首加温ヒータの温度は背中加温ヒータの入力電圧より低い）。こ
の変形例３においては、入力電圧の値を上昇させ次に下降させながら徐々に入力電圧の最
大値を上昇させるようにしている。これにより、温度上昇工程と温度下降工程が交互に実
行されるが、この際、温度上昇工程の開始温度（温度下降工程の終了温度でもある）が徐
々に上昇している。
【００６４】
　図５Ｄは、本実施形態の浴槽装置の第２加温工程における加温制御の変形例４を示す線
図である。図５Ｄは背中加温ヒータの加温制御内容を示しているが、首加温ヒータの加温
制御内容も同様である（首加温ヒータの温度は背中加温ヒータの入力電圧より低い）。こ
の変形例４においては、入力電圧の値を上昇させ次に下降させているが、入力電圧の下降
率は一定であるが入力電圧の上昇率が徐々に大きくなっている。これにより、温度上昇工
程と温度下降工程が交互に実行されるが、この際、温度下降工程における温度変化率は一
定であるが、温度上昇工程における温度変化率は徐々に高くなっている。
【００６５】
　次に、図６乃至図１１により、本発明の実施形態による浴槽装置の加温制御の内容を説
明する。図６乃至図１０において、ＳとＴは、ステップを示す。
　先ず、図６により、本発明の実施形態による浴槽装置における加温制御（自動運転モー
ド）の基本動作を説明する。
　最初に、Ｓ１において、給湯（湯はり）を開始する。次に、Ｓ２に進み、入浴者Ｈが入
浴を開始する。次に、Ｓ３に進み、温度検知センサにより浴槽水の温度（湯温）を検知す
る。
【００６６】
　次に、Ｓ４に進み、上述した準備加温工程、第１加温工程、第３加温工程、第４加温工
程において実行する加温制御（自動運転モード）を設定する。次に、Ｓ５に進み、加温制
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御（準備加温工程、第１加温工程、第３加温工程、第４加温工程）を実行する。次に、Ｓ
６に進み、加温制御を終了（停止）する。
【００６７】
　次に、図７により、図６のＳ１で実行した「給湯（湯はり）を開始」の内容を説明する
。Ｓ１において、給湯（湯はり）を開始した後、Ｓ１１に進む。Ｓ１１において、給湯完
了５分前か否か判定する。ＮＯの場合には、給湯を継続する必要があるので、Ｓ１に戻る
。
【００６８】
　Ｓ１１において、ＹＥＳの場合には、Ｓ１２に進み、準備加温工程を開始する（図３Ａ
，図３Ｂの時間ｔ１）。次に、Ｓ１３に進み、「給湯完了」及び「加温部（首加温ヒータ
、背中加温ヒータ）の加温時間が５分経過した」か否かを判定する。Ｓ１３において、Ｎ
Ｏの場合には、Ｓ１２に戻り、準備加温工程を続ける。Ｓ１３において、ＹＥＳの場合に
は、Ｓ１４に進み、準備加温工程を終了する。
【００６９】
　次に、図８により、図６のＳ３で実行した「湯温検知」の内容を説明する。図８におい
て、Ｓ３１において、Ｓ３において検知された湯温が４２℃以上か否か判断する。湯温が
４２℃以上でない（即ち、４２℃未満）の場合には、Ｓ３２に進み、湯温が３９℃以上か
否かを判断する。Ｓ３２において、湯温が３９℃以上ではない（即ち、３９℃未満）の場
合には、Ｓ３３に進み「モード１」の加温制御を実行する。
【００７０】
　Ｓ３２において、湯温が３９℃以上の場合には、Ｓ３４に進み「モード２」の加温制御
を実行する。次に、Ｓ３１において、湯温が４１℃以上の場合には、Ｓ３５に進み「モー
ド３」の加温制御を実行する。
【００７１】
　次に、図１１により、「モード１」、「モード２」、「モード３」による加温制御の内
容を説明する。
　先ず、モード１は、湯温が３９℃未満の場合に実行される。このモード１においては、
首加温ヒータ及び背中加温ヒータの加温温度は、３８℃以上４１℃未満である。また、首
加温ヒータ及び背中加温ヒータの加温領域の面積は、モード２よりも大きくなっている。
さらに、加温時間もモード２よりも長くなっている。
【００７２】
　モード２は、湯温が３９℃以上４２℃未満の場合に実行される。このモード２において
は、首加温ヒータ及び背中加温ヒータの加温温度は、４１℃以上４３℃未満であり、モー
ド１よりも温度が高くなっている。また、首加温ヒータ及び背中加温ヒータの加温領域の
面積は、モード１よりも小さくなっている。さらに、加温時間もモード１よりも短くなっ
ている。ここで、入浴者の首及び背中が首加温ヒータ及び背中加温ヒータと接触する部分
の面積は、モード１もモード２も同じであり、モード２の方がモード１よりも、単位面積
当たりの投入熱量が小さくなるようになっている。
【００７３】
　モード３は、湯温が４２℃以上の場合に実行される。このモード３においては、首加温
ヒータ及び背中加温ヒータの加温は、禁止される（加温しない）ようになっている。よっ
て、モード３においては、首加温ヒータ及び背中加温ヒータへの投入熱量はゼロである。
【００７４】
　次に、図９により、図６のＳ５で実行される「加温制御開始」（即ち、自動運転モード
）の内容を説明する。先ず、Ｓ５１において、第１加温工程による首加温ヒータ及び背中
加温ヒータの加温制御が開始される（図３Ａ，図３Ｂの時間ｔ３）。次に、Ｓ５２に進み
、８分経過したか否か判断する。８分経過していなければ、第１加温工程の実行を継続す
る。８分経過していた場合には、Ｓ５３に進み、第１加温工程を終了する。
【００７５】
　次に、Ｓ５４に進み、第３加温工程による首加温ヒータ及び背中加温ヒータの加温制御
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が開始される（図３Ａ，図３Ｂの時間ｔ４）。次に、Ｓ５５に進み、２分経過したか否か
判断する。２分経過していなければ、第３加温工程の実行を継続する。２分経過していた
場合には、Ｓ５６に進み、第３加温工程を終了する。
【００７６】
　次に、Ｓ５７に進み、第２加温工程による首加温ヒータ及び背中加温ヒータの加温制御
が開始される（図３Ａ，図３Ｂの時間ｔ５）。次に、Ｓ５８に進み、１５分経過したか否
か判断する。１５分経過していなければ、第２加温工程の実行を継続する。１５分経過し
ていた場合には、Ｓ５９に進み、第２加温工程を終了する。
【００７７】
　次に、Ｓ６０に進み、第４加温工程による首加温ヒータ及び背中加温ヒータの加温制御
が開始される（図３Ａ，図３Ｂの時間ｔ６）。次に、Ｓ６１に進み、５分経過したか否か
判断する。５分経過していなければ、第４加温工程の実行を継続する。５分経過していた
場合には、Ｓ６２に進み、第４加温工程を終了する。
【００７８】
　次に、図１０により、図６のＳ５で実行される「加温制御開始」の内容の変形例を説明
する。この変形例においては、入浴者Ｈによる手動操作（再入力）により、第１加温工程
、及び、第２加温工程を繰り返して実行することができるようになっている。
　先ず、Ｓ５１において、第１加温工程による首加温ヒータ及び背中加温ヒータの加温制
御が開始される（図３Ａ，図３Ｂの時間ｔ３）。次に、Ｓ５２に進み、８分経過したか否
か判断する。８分経過していなければ、第１加温工程の実行を継続する。８分経過してい
た場合には、Ｓ５３に進み、第１加温工程を終了する。
【００７９】
　次に、Ｔ１に進み、第１加温工程の再入力があったか否かが判断される。再入力があっ
た場合には、Ｓ５１に戻り、再度、第１加温工程が実行される。再入力がない場合には、
Ｓ５４に進み、第３加温工程による首加温ヒータ及び背中加温ヒータの加温制御が開始さ
れる（図３Ａ，図３Ｂの時間ｔ４）。次に、Ｓ５５に進み、２分経過したか否か判断する
。２分経過していなければ、第３加温工程の実行を継続する。２分経過していた場合には
、Ｓ５６に進み、第３加温工程を終了する。
【００８０】
　次に、Ｓ５７に進み、第２加温工程による首加温ヒータ及び背中加温ヒータの加温制御
が開始される（図３Ａ，図３Ｂの時間ｔ５）。
　本実施形態においては、入浴者Ｈが第２加温工程の時間を短くしたいと思ったとき、第
２加温工程の途中から第４加温工程が開示できるようになっている。そのため、Ｓ５７に
より第２加温工程による加温制御が実行された後、Ｓ５８に進み、入浴者Ｈによる手動操
作により、第４加温工程入力があったか否かを判断する。このような入力が無い場合には
、Ｓ５９に進む。
　Ｓ５９では、１５分経過したか否か判断する。１５分経過していなければ、第２加温工
程の実行を継続する。１５分経過していた場合には、Ｓ６０に進み、第２加温工程を終了
する。
【００８１】
　次に、Ｔ２に進み、第２加温工程の再入力があったか否かが判断される。再入力があっ
た場合には、Ｓ５７に戻り、再度、第２加温工程が実行される。再入力がない場合には、
Ｓ６１に進み、第４加温工程による首加温ヒータ及び背中加温ヒータの加温制御が開始さ
れる（図３Ａ，図３Ｂの時間ｔ６）。次に、Ｓ６２に進み、５分経過したか否か判断する
。５分経過していなければ、第４加温工程の実行を継続する。５分経過していた場合には
、Ｓ６３に進み、第４加温工程を終了する。
　また、Ｓ５８において、入浴者Ｈによる手動操作により第４加温工程入力があった場合
には、Ｓ５８からＳ６１に進み、同様に、第４加温工程が開始されるようになっている。
【００８２】
　なお、本実施形態においては、図１０に示すフローチャートのＳ６１の後、入浴者Ｈに
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よる手動操作により、第４加温工程を繰り返して実行するようにしてもよい。
【００８３】
　次に、本発明の実施形態による浴槽装置の作用効果を説明する。本実施形態による浴槽
装置１においては、制御装置１８が、自動運転モードの第１加温工程及び第２加温工程に
おいて、首加温ヒータ１２の単位面積当たりの投入熱量が背中加温ヒータ１４の単位面積
当たりの投入熱量よりも小さくなるように制御するので、背中加温ヒータ１４により入浴
者Ｈの体内温度を快適温度ゾーン（３７．０℃～３７．３℃）内に収め続けることができ
、さらに、背中加温ヒータ１４では不足する入浴者Ｈが感じる温感を首加温ヒータ１２に
より快適温度ゾーン（３８．０℃～４１．０℃）内に収め続けることができる。
【００８４】
　また、入浴者Ｈの背中は鈍感で温まり難く冷め難く、首は敏感で温まり易く冷め易いの
で、背中加温ヒータ１２では不足する温感を首加温ヒータ１４により補う必要がある。し
かしながら、首加温ヒータ１２の加温時間を長くしすぎると、入浴者Ｈの頭がくらくらし
てくる。そこで、本実施形態による浴槽装置１においては、制御装置１８が、自動運転モ
ードの第１加温工程及び第２加温工程において、首加温ヒータ１２の１回の最長加温時間
が背中加温ヒータ１４の１回の最長加温時間よりも短くなるよう制御するので、頭がくら
くらしてしまうことを防止しつつ、入浴者Ｈの温感を快適温度ゾーンに収め続けることが
できる。
【００８５】
　また、入浴者Ｈの首は、背中よりも敏感で温まり易く冷め易いので、加温しないと温か
い感覚を持続し難い。一方、入浴者Ｈの首を温めすぎると頭がくらくらしてしまう。そこ
で、本実施形態による浴槽装置１においては、制御装置１８が、自動運転モードの第１加
温工程及び第２加温工程において、首加温ヒータ１２の単位面積当たりの投入熱量が背中
加温ヒータ１４の単位面積当たりの投入熱量よりも小さくなるように制御しつつ、首加温
ヒータ１２のほうが背中加温ヒータ１４より単位時間当たりの加温回数が多くなるように
制御するので、頭がくらくらしてしまうことを防止しつつ、温かい感覚を感じ続けること
ができる。
【００８６】
　また、本実施形態による浴槽装置１においては、制御装置１８が、自動運転モードの第
２加温工程において、背中加温ヒータ１４を加温していないときに、首加温ヒータ１２を
加温するよう制御するので、入浴者Ｈの体内温度が快適温度ゾーン内に収まるよう背中加
温ヒータ１４を加温しないで体内温度が下がっている場合でも、首加温ヒータ１２が加温
されているので、温かさを感じることができる。
【００８７】
　また、本実施形態による浴槽装置１においては、制御装置１８が、自動運転モードの第
２加温工程において、背中加温ヒータ１４の加温を開始するタイミングに合わせて、首加
温ヒータ１２の加温を開始するよう制御するので、温度ギャップを大きくすることができ
、温感が長時間、快適温度ゾーン内にあり、入浴者Ｈが感じる温感が鈍化している場合で
あっても、温かさを感じることができる。
【００８８】
　　ここで、浴槽内の湯温が比較的高い従来の入浴スタイルにおいては、入浴者の身体へ
の負荷を減らすためには加温部により徐々に温めることが望ましい。しかしながら、浴槽
内の温度が低い入浴スタイルにおいては、従来とは逆の発想が必要となる。そのため、本
実施形態による浴槽装置１においては、制御装置１８が、自動運転モードにおいて、あえ
て、入浴初期である第１加温工程における首加温ヒータ１２及び背中加温ヒータ１４の単
位時間当たりの投入熱量の平均値をその後工程である第２加温工程における単位時間当た
りの投入熱量の平均値よりも大きくなるように首加温ヒータ１２及び背中加温ヒータ１４
を制御するようにしたので、入浴者の身体への負荷を減らすために浴槽内の浴槽水の温度
を低めにしたとしても、入浴者は入浴初期から温かさを感じることができ、入浴者の体内
温度及び温感をそれぞれの快適温度ゾーン内に収めることができる。
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【００８９】
　また、本実施形態による浴槽装置１においては、制御装置１８が、自動運転モードの第
１加温工程及び第２加温工程において、第１加温工程のほうが第２加温工程よりも首加温
ヒータ１２及び背中加温ヒータ１４の１回の加温時間の平均値が長くなるよう制御するの
で、入浴者Ｈの身体への負荷を減らすために浴槽２内の浴槽水の温度を低めにしたとして
も、入浴者Ｈは入浴初期から温かさを感じることができ、入浴者の体内温度及び温感をそ
れぞれの快適温度ゾーン内に収めることができる。
【００９０】
　また、本実施形態による浴槽装置１においては、制御装置１８が、自動運転モードの第
１加温工程及び第２加温工程において、第１加温工程のほうが第２加温工程よりも首加温
ヒータ１２及び背中加温ヒータ１４の加温しない時間の平均値が短くなるよう制御するの
で、入浴者Ｈの身体への負荷を減らすために浴槽２内の浴槽水の温度を低めにしたとして
も、入浴者Ｈは入浴初期から温かさを感じることができ、入浴者の体内温度及び温感をそ
れぞれの快適温度ゾーン内に収めることができる。
【００９１】
　ここで、第１加温工程の直後に第２加温工程を実行すると、特に入浴者Ｈの体内温度は
温まり難く冷め難く応答性がよいわけではないので、入浴者Ｈの体内温度及び入浴者が感
じる温感が上がり続けてしまい、入浴者Ｈの体内温度及び温感がそれぞれの快適温度ゾー
ンを越えてしまう。そこで、本実施形態による浴槽装置１においては、制御装置１８が、
自動運転モードの第１加温工程、第３加温工程及び第２加温工程において、第３加温工程
における首加温ヒータ１２及び背中加温ヒータ１４の単位時間当たりの投入熱量の平均値
が、第１加温工程及び第２加温工程におけるそれぞれの単位時間当たりの投入熱量の平均
値よりも小さくなるよう制御するので、第２加温工程に入る前に入浴者Ｈの体内温度の上
昇を落ち着かせることができる。その結果、本実施形態による浴槽装置１によれば、入浴
者の体内温度及び温感をそれぞれの快適温度ゾーンに収めることができる。
【００９２】
　また、本実施形態による浴槽装置１においては、制御装置１８が、自動運転モードの第
２加温工程及び第４加温工程において、第４加温工程における首加温ヒータ１２及び背中
加温ヒータ１４の単位時間当たりの投入熱量の平均値が第２加温工程における単位時間当
たりの投入熱量の平均値より大きくなるよう制御するので、入浴者は、十分な温まり感で
入浴を終えることができる。
【００９３】
　また、本実施形態による浴槽装置１においては、入浴者Ｈがさらに長時間入浴したい場
合であっても、自らの手動操作により、制御装置１８が第４加温工程を繰り返して実行で
きるようになっているので、入浴者は、より長い時間快適な温かさを感じ続けることがで
き、その後、入浴を終えることができる。
【００９４】
　また、本実施形態による浴槽装置１においては、制御装置１８が、自動運転モードの第
１加温工程及び第２加温工程において、第１加温工程における首加温ヒータ１２の加温時
間の割合が第２加温工程における首加温ヒータ１２の加温時間の割合より大きくなるよう
制御するので、入浴初期の第１加温工程において、不足する入浴者が感じる温感を首加温
部により快適温度ゾーンに収めることができる。
【００９５】
　また、本実施形態による浴槽装置１においては、制御装置１８が、自動運転モードの第
３加温工程において、首加温ヒータ１２の加温時間のほうが背中加温ヒータ１４の加温時
間よりも長くなるように制御するので、第２加温工程に入る前に入浴者Ｈの体内温度の上
昇を落ち着かせつつ、入浴者Ｈは温かさを感じることができる。
【００９６】
　さらに、本実施形態による浴槽装置１においては、制御装置１８が、第４加温工程にお
いて、首加温ヒータ１２の加温時間のほうが背中加温ヒータ１４の加温時間よりも長くな
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るように制御するので、入浴者Ｈの体内温度を上げずに十分な温まり感で入浴を終えるこ
とができる。
【００９７】
　また、本実施形態による浴槽装置１においては、制御装置１８が、自動運転モードにお
いて、浴槽水の温度が３９℃（第１所定温度）よりも高い場合は、浴槽水の温度が３９℃
（第１所定温度）よりも低い場合よりも、投入熱量が小さくなるよう首加温ヒータ１２及
び背中加温ヒータ１４を制御するので、浴槽水の温度が高い場合であっても、入浴者Ｈの
体内温度と入浴者Ｈが感じる温感がそれぞれの快適温度ゾーンを超えてしまうことを防止
することができる。この結果、本実施形態による浴槽装置１によれば、浴槽水の温度によ
らず、入浴者Ｈの体内温度と入浴者Ｈが感じる温感をそれぞれの快適温度ゾーンに維持し
、長時間の快適な入浴が可能となる。
【００９８】
　また、本実施形態による浴槽装置１においては、制御部が、自動運転モードにおいて、
温度検知センサ９によって検知した浴槽水の温度が３９℃（第１所定温度）よりも高い場
合は、浴槽水の温度が３９℃（第１所定温度）よりも低い場合よりも、首加温ヒータ１２
及び背中加温ヒータ１４の温度が高くなるように制御している。ここで、首加温ヒータ１
２及び背中加温ヒータ１４の温度を下げれば簡単に投入熱量を下げることができるが、首
加温ヒータ１２及び背中加温ヒータ１４の温度をさげてしまうと、首加温ヒータ１２及び
背中加温ヒータ１４と浴槽水の温度との差（温度ギャップ）が小さくなり、入浴者Ｈは快
適な温かさを感じることができない。そこで、本実施形態による浴槽装置１によれば、あ
えて投入熱量を下げても首加温ヒータ１２及び背中加温ヒータ１４の温度を高くするよう
にしたので、浴槽水の温度が高い場合であっても、温度ギャップを作ることができ、入浴
者Ｈは快適な温かさを感じることができる。
【００９９】
　また、本実施形態による浴槽装置１においては、制御装置１８が、自動運転モードにお
いて、浴槽水の温度が３９℃（第１所定温度）よりも高い場合は、浴槽水の温度が３９℃
（第１所定温度）よりも低い場合よりも、首加温ヒータ１２及び背中加温ヒータ１４の加
温面積が小さくなるよう制御しているので、首加温ヒータ１２及び背中加温ヒータ１４の
温度を下げることなく容易に投入熱量を小さくすることができ、その結果、入浴者Ｈは快
適な温かさを感じ続けることができる。
【０１００】
　また、本実施形態による浴槽装置１においては、制御装置１８が、自動運転モードにお
いて、浴槽水の温度が３９℃（第１所定温度）よりも高い場合は、浴槽水の温度が３９℃
（第１所定温度）よりも低い場合よりも、首加温ヒータ１２及び背中加温ヒータ１４の加
温時間が短くなるよう制御しているので、首加温ヒータ１２及び背中加温ヒータ１４の温
度を下げることなく容易に投入熱量を小さくすることができ、その結果、入浴者Ｈは快適
な温かさを感じ続けることができる。
【０１０１】
　また、本実施形態による浴槽装置１においては、制御装置１８が、自動運転モードにお
いて、浴槽水の温度が３９℃（第１所定温度）よりも高い場合は、浴槽水の温度が３９℃
（第１所定温度）よりも低い場合よりも、首加温ヒータ１２及び背中加温ヒータ１４の１
回の加温時間の平均値が短くなるよう制御しているので、容易に投入熱量を小さくするこ
とができ、その結果、入浴者Ｈは快適な温かさを感じ続けることができる。
【０１０２】
　さらに、本実施形態による浴槽装置１においては、制御装置１８が、自動運転モードに
おいて、温度検知センサ９によって検知した浴槽水の温度が３９℃（第１所定温度）より
も高い４２℃（第２所定温度）以上の場合は、首加温ヒータ１２及び背中加温ヒータ１４
の加温の実行を禁止するようにしたので、熱くなりすぎることを防止し、その結果、入浴
者Ｈは快適な温かさを感じ続けることができる。
【０１０３】
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　さらに、図３Ｃ、図５Ａ乃至図５Ｄを参照して説明したように、本実施形態による浴槽
装置１においては、制御装置１８が、自動運転モードの温度上昇工程における温度変化率
が温度下降工程における温度変化率よりも大きくなるように首加温ヒータ１２及び背中加
温ヒータ１４を制御するので、自動運転モードの温度上昇工程において、入浴者が温度ギ
ャップ（温度差）を感じるので、温感が鈍化することを防止しつつ、温度下降工程におい
て、温度上昇工程の温度変化率よりも緩やかに温度が下降していくので、入浴者が温度の
低下を感じに難くすることができる。その結果、本実施形態による浴槽装置１によれば、
入浴者Ｈが感じる温感の鈍化を防止しつつ、入浴者は快適な温かさを感じ続けることがで
きる。
【０１０４】
　また、本実施形態による浴槽装置１においては、制御装置１８が、自動運転モードにお
いて、温度変化率の異なる複数の温度上昇工程を実行するよう構成されているので、入浴
者Ｈが感じる温感を鈍化させることなく、入浴者は快適な温かさを感じ続けることができ
る。
【０１０５】
　さらに、本実施形態による浴槽装置１においては、制御装置１８が、自動運転モードの
温度上昇工程において、徐々に温度変化率を高くするように首加温ヒータ１２及び背中加
温ヒータ１４を制御するので、入浴者Ｈが感じる温度の鈍化をより効果的に防止でき、そ
のため、入浴者は快適な温かさを感じ続けることができる。
【符号の説明】
【０１０６】
　１　浴槽装置
　２　浴槽
　９　温度検知センサ
１０　壁面
１２　首加温ヒータ
１４　背中加温ヒータ
１６　加温スイッチ
１８　制御装置
　Ｈ　入浴者
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